
◇ 主　催

◇ 期　日

※予備日　24日～25日

◇ パークドーム熊本

1 競技名 テニス
　　　　

2 参加資格

(2)

(3)

(4)

3 参加料 参加選手一人につき１０００円とする。参加申込後の返金はしない。

4 参加制限

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

5 競技方法

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

令和７年度

熊本県中学校総合体育大会　テニス競技大会要項

熊 本 県 中 学 校 体 育 連 盟 熊 本 県 教 育 委 員 会 熊 本 市 教 育 委 員 会

チーム編成は、監督１名・コーチ１名・選手７～１０名以内の計１２名以内とする。地域クラブ活動のチームは単一校
の選手で構成され、郡市大会とは別の予選会・選考会により決定する。(第45回熊本県中学生テニス選手権大会
時に別ドローで開催)

場　所

令 和 ７ 年 ７ 月 22日（火 ） 開 始 式 8:30 競 技 開 始 9:00

23日（水） 競 技 開 始 8:30

個人戦は、シングルスとダブルスの両方には出場することはできない。

(1) 県下中学校に在籍している生徒で、郡市代表と認められた単一校で編成されたチーム・地域クラブ活動代表及び
ペアであること。

地域クラブ活動の参加資格の特例にいては、熊本県中学校総合体育大会開催基準「特別規定」及び「令和７年
度熊本県中学校総合体育大会への地域クラブ活動の参加認定規定細則テニス競技」による。(熊本県中学校体
育連盟ホームページ参照)
参加生徒及びチームの引率者、監督、部活動指導員、教員外指導者、は、部活動の指導中における暴力・体罰・セ
クハラ等（以下、暴力等）により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を受けていないものであることとする。校
長はこの点を確認して、大会申込書を作成する。なお、教員外指導者は校長から暴力等に対する指導措置を受け
ていないこととする。また、地域クラブ活動（地域クラブ活動）のチーム・選手の指導者等は、各中央協議団体の倫
理規定等に基づいて、各県競技団体等から処分を受けていない者であることとする。校長及び代表者はこの点を
確認して、大会申込書を作成する。

個人戦は、シングルス各郡市男女別４名以内、ダブルス各郡市男女別４組以内とする。
ただし熊本市はシングルス男女別８名以内、ダブルス男女別８組以内とする。

引率は、当該校の校長・教員・部活動指導員とし、地域クラブ活動は責任ある代表者・指導者とする。教員・部活動
指導員以外の外部指導者は、当該校の校長が認めたものとする。ただし、当該校以外の中学校教職員は、外部指
導者にはなれない。また、同一人物が複数校の外部指導者にはなれない。

各郡市と地域クラブ活動の当年度における参加チーム数の比例代表制で出場枠を決定する。

地域クラブ活動からは、男女シングルス８名・ダブルス８組とし、シングルス、ダブルスどちらかに出場できる。ただ
し、ダブルスは単一校に限り、郡市大会とは別の予選会・選考会により、シングルス２名、ダブルス２組とする。(第
45回熊本県中学生テニス選手権大会時に別ドローで開催)

団体戦・個人戦ともにトーナメント方式とする。

団体戦・個人戦ともにノーアドバンテージ、ノーレット１セットマッチ（６－６後タイブレーク）とする。

団体戦は、３シングルス・２ダブルスの計５ポイントで行う。また、同一対抗戦中に、同一選手がシングルスとダブル
スの両方に出場することができない。なお、団体戦の試合順はＤ２→Ｄ１→Ｓ３→Ｓ２→Ｓ１とする。

団体戦の１回戦は全試合行うが、２回戦から３ポイント打ち切りとする。

団体戦でのオーダー提出後の選手の変更は認めない。

団体戦ではエンド交代の際のベンチコーチを１名認める。ただし、登録している監督・コーチ・選手に限る。個人戦
でのベンチコーチは認めない。

試合前のウォーミングアップはサーブ４本とする。ただし、運営の都合により変更することがある。

セルフジャッジ方式で行う。(ただし前試合の敗者はコートに待機し、スコアシートへの記入を行う。また、問題があっ
た場合、本部への報告を行う。)



6 競技規則

7 使用球

8 組合せ

(1)

(2)

9

(1)

(2)

10 申込方法及び期日

(1)

11 その他

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

団体戦の組合せは、代表者会の際の抽選で決定する。

２０２５年度日本テニス協会ルールブック及び「本大会要項」、「本大会申し合わせ事項」を適用する。

公認球(オーストラリアンオープン)を使用する。

監督は、本大会要項および申し合わせ事項・競技上の注意・会場使用上の注意・駐車場やマナー等について、そ
の関係するすべての生徒・応援・保護者も含めた参加者全員に周知徹底すると同時に指導助言を行い、大会を円
滑に運営するために最大限の協力を得るための手段を執ること。

個人戦の組合せは、事前に行われる種目委員会において各郡市の種目理事による抽選で決定する。

表 彰

団体戦男女各優勝校に、賞状・優勝旗を、第２位、第３位に賞状を授与する。

個人戦は優勝から第３位の選手に賞状を授与する。

監督は、本大会要項及び申し合わせ事項・競技上の注意・会場使用上の注意やマナー等について、その関係する
すべての生徒・保護者を含む大会参加者に周知徹底させる。
服装、ラケット、ゼッケン等については、別紙申し合わせ事項に記載された規定による。

大会当日の態度決定･･･熊本県中学校体育連盟のＨＰで確認すること。

本大会の団体戦上位２チーム、個人戦シングルス４名、ダブルス４組は九州中体連大会(佐賀大会)への出場権を
得る。出場権を得た学校・地域クラブ活動及び選手は出場する義務を負うものとする。

出場校、地域クラブ活動は県大会参加申込書を各郡市専門理事より受け取るか、県中体連のHPよりDLし、必要
事項を記入し、捺印を受け代表者会当日持参すること。

九州中学校体育大会は全国中学生テニス選手権大会の予選を兼ねる。

各学校の先生方・地域クラブ活動の代表者・指導者には、役員をしていただくこともあります。

各学校の校長・副校長・教頭のいずれか１名はベンチ入りを認める。

各学校（応援者含む）・地域クラブ活動は、本大会において熊本県中学校体育連盟HPに掲載する「感染症等に
関わる対応について」を熟読の上、感染拡大防止に努めること。

熊本県中体連では別紙個人情報保護方針に基づき、熊本県中体連が保有する情報の適正な管理と保護に努め
ます。


